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編集後記   
 
 
公立千歳科学技術大学紀要創刊号をお届

けする。創刊号ではあるが、本誌には前身が

ある。以前本学にはフォトニクス研究所と

いう組織があり、十年近くにわたって紀要

を発行してきた。令和元年度を期して公立

大学として新たなスタートをきるに当たっ

て、フォトニクス研究所は役割を終えた。た

だ、本学の発行する唯一の学術刊行物であ

った紀要を別の形で残したいという声もあ

り、図書館を責任部署として、新たに「公立

千歳科学大学紀要」という形での再スター

トとなった次第である。 
実は、本学にはこのほかにも定期刊行物

がある。随時発行される学報もそうだが、年

刊のものが二つある。一つは「千歳科学技術

大学年報」で、今後は「公立」を冠した名称

で続けられるであろう。これはいってみれ

ば本学の almanac で大学の財務、学生状況、

学務、入試、その他各部局の現況が網羅さ

れ、認証評価の基礎資料となるものでもあ

る。もう一つは厳密には本学の刊行ではな

いが、年度ごとの CIF（Chitose International 
Forum）の実行委員会が刊行する Proceedings
である。ただ、これはあくまでも国際会議の

会議録、論文集であり、本学の研究を多く含

んでいるとはいえ、やや趣が異なる。 
本学は理工学部のみの単科大学であるが、

さまざまな分野の教員が在籍していること

は、他の多くの大学と同じである。理工学の

みならず、人文科学、社会科学、教育学など

の研究成果もまた本学の成果であるが、こ

れらを本学の他の資料（例えばホームペー

ジ）から窺うことはなかなか難しいのでは

なかろうか。 
今後、地域に開かれた大学として様々な

側面から学術成果の可視化を図って行くに

当たり、本紀要がここに一箕の功を積まん

ことを願ってやまない。 
（YK 生） 
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